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令和７年度 第２回釜石市立中妻公民館運営審議会 議事録 

 

 

１．開催日時 令和８年２月 19日（木曜日）午後３時 55分～４時 30分 

 

２．会  場 中妻公民館 

 

３．出席委員 ６人 

       佐藤力委員長、佐々木ひろ子副委員長、市村かおり委員、佐々木啓子委員 

村上雄子委員、高橋一見委員 

 

４．欠席委員 １人 万城目千佳代委員 

        

５．事務局等 ２人 

       まちづくり課 浦城主査 

中妻公民館 菊池洋範館長補佐 

 

６．傍 聴 者 なし 

 

７．結  果  会議が成立することを告げ、午後 3時 55分開会。 

令和７年度中妻公民館事業報告について、審議を行った。事務局から別紙

「釜石立中妻公民館 令和７年度事業実施状況」を説明し、承認された。 

午後４時 30分閉会。 

 

８．内  容 

≪事務局≫ 

 本日の審議会は、委員７名中６名の方に出席をいただいており、出席者が過半数となっ

ておりますので、釜石市立公民館規則第 10条第３項の規定により、会議は成立いたしまし

た。 

釜石市立公民館規則第９条第１項の規定において、会議では委員長が議長を務めること

となっておりますので、ここからは佐藤力委員長に議長をお願いします。 

 

≪議 長≫ 

 皆様には、円滑な議事進行にご協力をいただくとともに、活発なご発言をお願いします。 

 それでは、令和７年度中妻公民館事業報告について、一括して事務局の説明を求めます。 

 

 

 ―――事務局説明後、質疑応答――― 
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≪議 長≫ 

 只今説明がありましたことについて、ご意見やご質問を伺いたいと思います。どなたか、

ご発言はありますか。 

 

≪議 長≫ 

 ここ２，３年で事業件数が凄く多くなっているが。 

 

≪事務局≫ 

 「健康マージャン」と「クラフトバック作り」は、体験教室として開催し、２団体が自

主活動グループとなった。中妻公民館として大きい成果だったと思う。男の〇〇倶楽部で

は、審議会前に料理実習を実施し、今後も継続していきたい。 

 

≪議 長≫ 

 今年度取りやめた事業等はあるか 

 

≪事務局≫ 

 取りやめということではないが一部見直したものはある。 

 

≪委 員≫ 

男の〇〇倶楽部で何かやりたいということで、料理となったのか。 

マージャンは男性の方が興味があると思い開催したようだが、女性の参加が多くて、女

性の方が真剣になって一つの自主活動グループになったのか。 

 

≪事務局≫ 

 男の〇〇倶楽部は料理だけではなくて、軽運動や座談会なども行う活動である。男性が

集まりにくいため興味がある企画を行い集まっていただいている。その中の一つとして料

理を実施した。 

 

≪委 員≫ 

 今日行った料理のメニューは何か。 

 

≪事務局≫ 

 「肉じゃが」と「エビチリ」を作った。 講師も中妻の方である。また、健康マージャン

は男性を想定したが、女性が多く集まり現在週１回定期的に活動している。 

 当公民館は大変好評で、空いてる日がほとんどない。 

 日程調整させていただきながら、基本的に２時間で利用していただいている。 

 

≪委 員≫ 

 男性向けの活動ができて良かった。市内での男の料理教室は減っている。中妻地区でも

以前から開催しを希望していた。今回、このような形で開催することになって良かった。 
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≪事務局≫ 

 ありがとうございます。来年度も開催していきたい。お力添えをお願いしたい。 

 

≪委 員≫ 

 中妻スクラムメイトは、公民館で開催するようになって参加者が増えた。 

 

≪事務局≫ 

 中妻北地区コミュニティ消防センターのときは、階段がネックだったと思うが、公民館

になり参加が増えて良かった。 

 

≪議 長≫ 

 中妻公民館でマージャンを始めたきっかけは、自分が社協会議でマージャン大会の話を

聞き、公民館長に提案したことがきっかけである。 

 

≪委 員≫ 

 小学生も参加できる「なかよし食堂」は、子どもたちが楽しみにしている。食事だけで

はなくゲームなども楽しいと聞いている。 

 来年度も継続していただけるのなら、学校としても取りまとめ等を行いながら、協力し

たい。 

 

≪事務局≫ 

「なかよし食堂」は引続き開催する予定であると聞いている。 

 

≪議 長≫ 

 中妻子供の家保育園さんは公民館を利用したことはあるか。 

 

≪事務局≫ 

 今年度は、尚玉泉舞踊会を地域住民と一緒に観覧したほか、親子クッキングなど子育て

支援センターの事業で利用している。 

 

≪委 員≫ 

 子育て支援センターを利用している親子が地域住民と「すいとん作り」を行った。 

 

≪委 員≫ 

 すいとんは、子どもたちが作ったのか。 

 

≪委 員≫ 

 地域の方たちと親子が一緒に作った。 

 機会があれば是非利用したいと考えている。 
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≪議 長≫ 

 中妻子供の家保育園の方だと駐車場が限られているので、公民館を予約して利用してい

ただきたい。 

 

≪委 員≫ 

 今年度、小佐野・中妻公民館まつりの発表会に参加させていただき、メンバー６人で太

極拳を発表した。 

 

≪事務局≫ 

 村上委員は中妻と小佐野の両公民館で活動されている。 

 昨年度は参加を見送った経過があったが今年度は発表いただいた。来年度もぜひ参加を

お願いしたい。 

 

≪委 員≫ 

 中妻公民館は限られた部屋数しかないが、有効活用されており頑張ってもらいたい。 

 

≪委 員≫ 

 「なかよし食堂」は、近隣に住んでいる高齢者と子ども達の交流の場になっている。日

程調整がしながら年４回の開催を目指している。 

参加した小学生からはどんな食材が使われているか質問を受け、教えたところ、自分た

ちでも作ってみたいと話してくれた。食育にもつながっているため今後も続けたい。 

 

≪委 員≫ 

 小学校では、以前は、祖父母参観日等で遊ぶ機会があったが今は見合わせている。 

公民館で高齢者と触れ合うというのは良い機会なので来年度もよろしくお願いしたい。 

 

≪議 長≫ 

様々なご意見が出ましたが、これを反映するよう事務局お願いします。 

 他になければこれをもって協議を終了し、進行を事務局にお返しする。 

 

≪事務局≫ 

 委員長、委員の皆さまご協力をいただきありがとうございました。 

 公民館は地域の方々に利用していただいて価値があるものと思っている。地域の高齢者

の皆様はもちろんのことですが、親子の方々にもぜひ集まっていただき地域のつながりを

強くすることができれば地域全体の活性化につながると思っています。 

今後も地域住民の皆様に親しまれる公民館運営に努めてまいりますので、引き続きご協

力をお願いします。 

以上をもちまして、令和７年度第２回釜石市立中妻公民館運営審議会を終了いたします。 

 

16：30終了 


